






要約 尿濾紙を試料としたムコ多糖症のスクリーニングが可能かを調べるため、1,9-

Dimethylmethylene Blue(DMB)法による検討を行った。試料として尿そのものを用いる直

接法で測定した場合、400μg/ml の濃度に至るまで標準物質のコンドロイチン 6 硫酸を測

定でき、既知の患者群と対照群との判別が可能であった。しかし、試料として尿濾紙を用

いた場合、現行法では、濾紙からのムコ多糖の抽出度が低く、今後改良すべきと考えられ

る結果を得た。


